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研究成果の概要（和文）：今日、算数の授業で｢話し合い活動｣が重視されている。しかし、そうした授業は発表ごっご
的な面が見られたり，子どもの重要な発言が活かされなかったりしている。本研究はそれを改善するために、第一に話
し合い活動を社会的相互作用と捉え、その認識論的な役割を理論的に解明した。第二にそうした役割をもつ社会的相互
作用を活かした授業づくり、授業実践のために、算数科の授業における「社会的相互作用」活用の規範的モデルを構築
した。そのモデルは、①基本的な授業過程　②重要な社会的相互作用　③教師の主要な活動　④子どもの主要な活動、
などから成るものである。第三にこのモデルに基づく授業実践を通してモデルの活用事例を示した。

研究成果の概要（英文）：Nowadays,mathematics teaching in the elementary school values on students'communic
ating activities. However,we often observe the situations that children act pretend play of communication 
or that children's important statements don't be fully utilized. With the aim of improving such problemati
c situations, we fisrt considered the communicating activities as 'Social Interactions' and clarified the 
epistemological significances that the social interaction have. Second, we considered the prescriptive mod
el of social interaction for designing and practicing elementary mathematics lessons which make a good use
 of such significances of social interactions. The model is constructed by (1) the fundamental lessons pro
cess, (2) the crucial kinds of social interactions, (3) teacher's main activities, (4) children's main act
ivities, and so forth. Third, we showed several application examples of the classroom lessons which were i
mplemented based on the model.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 今日、子ども主体の授業が重視され､研究
されている。しかし、子ども主体という下で
子どもの活動を中心にすることから、教師の
役割、働きが見えにくくなっている現象が生
じている。授業においては、子どもはもちろ
んのこと、教師も指導者としての主体性をし
っかりと発揮することが重要である。本研究
はそうした視点からの研究を意図したもの
である。 
 (2)  子どもの話し合い活動を活かした算数
教育の研究は内外で活発になされている。そ
れらは認識主体の活動を重視する認識論で
ある急進的構成主義、相互作用主義、社会文
化主義を基盤とするものが多い。それらの認
識論では、認識主体による話し合い活動を
「社会的相互作用」と呼んでいる。しかし、
諸外国の研究においても、子どもの社会的相
互作用の実相を記述したものやそのモデル
－記述的モデル－の研究は多いが、教師の手
本となるようなモデル－規範的モデル－の
研究はほとんどなされていない。本研究はこ
れに取り組んだものである。 
 
２．研究の目的 
(1)  本研究は急進的構成主義、相互作用主義、
社会文化主義の３つの認識論を基盤とする
多世界パラダイムに基づいて、算数の授業に
おける社会的相互作用の実践に適用可能で
有効な規範的モデルを開発することを最終
的な目的とする。より具体的には、次のよう
なことを目的とする。  
 
(2)  多世界パラダイムに基づく、算数の授業
における社会的相互作用の機能・役割等を文
献研究により理論的に、かつ授業分析により
実践的に解明し、両者の統合を図る。 
 
(3)上記の結果に基づいて、算数の授業におけ
る社会的相互作用の規範的モデル案を構築
し、授業を通してその実践的検討を行い、修
正を図り、規範的モデルの最終版を構築する。 
 
(4) そのモデルの活用により、子どもが主体
的に取り組む効果的な算数の授業を実践可
能とする。 
 
３．研究の方法 
(1)  理論的研究と実践的研究の往還 
本研究においては､算数教育における社会的
相互作用の役割を解明したり、それに基づい
て算数の授業において社会的相互作用を活
用する「規範的モデル」を構築したりするこ
とを目的としている。そのためには､文献や
先行研究に基づく理論的研究と子どもの実
態や授業分析などに基づく実践的研究とを
往還させることが求められる。本研究ではそ
うした研究方法を重視した。 
 
(2) 実践授業による検証 

本研究においては実践に適用可能で有効な
規範的モデルの構築を目的としている。そこ
で、(1)の研究方法にも関連して､構築したモ
デルの実践による検証･修正が求められる。
そこで、モデルの第1次案の構築とその検証、
モデルの第2次案の構築とその検証、を経て､
最終的な規範的モデルを構築した。 
 
４．研究成果 
(1) 社会的相互作用の分類と役割 
本研究においては、社会的相互作用を他者と
の相互作用に限定しないで、その重要性から
自己との相互作用、表現や具体物、事象等と
の相互作用も含めて考えることを提起し、そ
れらを次のように区別した。 
・社会的相互作用Ａ：他者との相互作用 
・社会的相互作用Ｂ：自己との相互作用 
・社会的相互作用Ｃ：表現等との相互作用 
また、本研究が基盤とする３つの主義は、

認識主体による知識の認識、構成において
「社会的相互作用」が本質的な役割を果たす
としている点においては共通しているが、そ
の位置づけに関しては、急進的構成主義が個
人による知識の構成がなされ、その後の社会
的相互作用によって修正がなされるとし、相
互作用主義は意味づくりやその共有化は社
会的相互作用によってなされるとし、社会文
化主義は社会的に存在する文化が社会的相
互作用によって共有されていくとしている
点などで異なっている。本研究では、子ども
や教材に応じて、社会的相互作用については
それらのいずれの場合もありうるという立
場が重要であることを示した。 
 
(2) 規範的モデルの構築 
理論的研究と実践的研究を往還させながら、
算数の授業において社会的相互作用を活か
す､次のような規範的モデルを構築し､その
有効性を検証した。 
①基本的な授業過程 
授業過程は規範的モデルの基盤をなす重要
なものである。これについては、中原の構成
的アプローチの授業過程を軸に検討し、それ
を少し修正し、小集団活動を位置づけること
とした。それは、最近の小グループに関する
授業の研究で指摘されているように、一人ひ
とりの子どもが発表したり、他者の考えをし
っかりと聞いたりする機会をできるだけ多
く設けることなどをねらいとするものであ
る。 
具体的には、次のような授業過程を基本とし
た。小集団活動と自力解決の順序は両方があ
りとするものである。 
   小集団 自力解決 
意識化          反省化  協定化 
   自力解決 小集団                 
〈必要な場合は前にフィードバックする〉                 
    図 1．基本的な授業過程 
②各段階における重要な社会的相互作用 
 上記の授業過程を基本として、先に区別し



た３つの社会的相互作用を各段階にどのよ
うに位置づけるかを検討した。その結果、上
記の各段階における子どもの学習活動を促
進し、授業の目標達成に迫るために、それぞ
れの社会的相互作用の特色や役割を踏まえ
て、各段階における重要な社会的相互作用を
次のように位置づけた。 
○意識化：社会的相互作用Ａ、Ｂ、Ｃ 
○小集団：社会的相互作用Ａ、Ｃ 
○自力解決：社会的相互作用Ｂ、Ｃ 
○反省化：社会的相互作用Ａ、Ｂ、Ｃ 
○協定化：社会的相互作用Ａ、Ｃ 
意識化と反省化の段階はすべてのものが重
要となる。小集団の段階はＢ、自力解決の段
階はＡが他のものに比べて役割が小さいと
いう位置づけである。協定化においては協定
する内容の表現に基づいて合意するという
ことでＡ、Ｃが最重要とした。 
③子どもの主要な活動 
図 1の上の流れの場合の各段階における子ど
もの主要な活動は次のとおりである。 
○意識化：問題を理解し、解決を意識化する。 
○小集団:小集団における相互作用を介して 
       解決へ向けて見通しを立てる。 
○自力解決：自力で解決方法を考え出す。 
○反省化：学級全体で、解決方法を発表し、 
        反省的思考による比較・検討などを

通して、一般的な解決、準一般的な
解決などへと練り上げる。 

○協定化：一般性のある解決方法を合意し、
共有化する。 

 また、下の流れの場合の自力解決と小集団
における活動は次のようになる。 
○自力解決：自力で見通しを立て、解決方法

を考え出す。 
○小集団：小集団内において解決方法を発表

しあい、小集団としての解決方法を
まとめる 

なお、授業は生きものであるので実態に 
応じて柔軟に対応していくこととなる。上記 
は一応の目安であることを付言しておく。 
④教師の主要な活動 
次に、授業過程の各段階における子どもの主
要な活動を可能とするために、教師はどのよ
うな活動をすべきかについて検討した。これ
については、次のような活動を重要とした。 
○意識化：問題に対する興味・関心を高め、

解決へ向けて動機づける。 
○小集団：子ども同士の相互作用を促進する

ために、支援・激励する。 
○自力解決：足場づくりをする。 
○反省化：多様な解決方法と出合わせ、認知

的葛藤を引き起こすとともに、より
よい解決方法を方向付ける。 

○協定化：協定される解決方法を価値づける。 
 なお、上記のことを可能にするためには、 
いわゆる発問や板書も重要となるので、本研 
究ではそれらも重視した。 
 
(3) 規範的モデルの活用方法の提示 

続いて、上記の規範的モデルを有効に活用す
るために、活用方法を検討し、次のような活
用方法を提示した。 
①活用条件  
規範的モデルは，ある程度の準備的経験をし
ている子ども・教師が活用することを前提と
して，設定している。具体的には，次のよう
なことを活用条件とする。 
(ⅰ) 子ども：子どもたちが授業において話
し合い活動などを経験していることを前提
とする。したがって，基本的には小学校３年
生以上の学年において活用する。 
(ⅱ) 教師：授業における話し合い活動など
を重要と考え，そうした活動を授業において，
１年以上経験している教師による活用を基
本とする。 
② 事前の教材研究の重要性 
規範的モデルは｢社会的相互作用｣を核とし
ている。しかし，それは方法論に位置付けら
れるものであり、それを実りあるものにする
ためには，指導内容についての教材研究が非
常に重要である。本モデルを活用する際には，
通常の教材研究に加えて，特に次の視点から
の教材研究に力を入れることが求められる。 
(ⅰ) 授業は基本的には問題解決的に展開
する。その際に，当該教材の問題における 
A.個別的な解決（当該問題の解決） 
 B.準一般的な解決（数値，事例等による一

般性を意図した解決） 
 C.一般的な解決（言葉や文字による一般性

のある解決）  
を明確にして，授業でそれらのどれを，どの
ように引き出し，扱うかを検討する。この場
合，教材に応じて A、Bで終わるものと，Cま
で進むものとがある。 
(ⅱ)その際に，それらの解決に関わる表現方
法について検討する。 
(ⅲ)当該教材の授業において，どの場面でど
のような社会的相互作用を行うかを具体的
に検討する。 
 
(4) 規範的モデルの活用事例の提示 
検証授業を基にして､検討し､修正を加えて、
以下の 4つの授業を構築した規範的モデ 
ルの活用事例として提示した。 
①分数（第 4学年） 
本事例においては、次の問題を指導する。 
［問題］下の図のように、２ｍの長さのテー
プが１本あり、３等分されています。 

は、どのように表すことができるでし
ょうか。 
 
 
 
 
 
②単位量当たりの大きさ（第 5学年） 
本事例においては、次の問題を指導する。 
［問題１］「 ３つの部屋 A，B，Cがあります。
部屋 A には子どもが６人いてたたみが 10 枚



です。部屋 Bには子どもが５人いてたたみが
10 枚です。部屋 Cには子どもが５人いてたた
みが９枚です。 
  ３つの部屋のうちでどの部屋が一番混ん
でいますか。」 
  
 
 
 
 
 
 
［問題２］「上の３つの部屋の他に，部屋 D
があります。部屋 Dには子どもが９人いてた
たみが 14 枚です。４つの部屋の混み具合の
順番を考えましょう。」 
③場合の数（第 6学年） 
本事例においては、次の問題を指導する。 
日常生活での場面を想起させ，問題状況へ子
どもを誘う 
［問題１］「白桃，マスカット，ピオーネ，
ジャージー牛乳の４種類のアイスクリーム
があります。このうち２種類を選んで買いま
す。組み合わせを全部かきましょう。」 
［問題２］「白桃，マスカット，ピオーネ，
ジャージー牛乳，キビダンゴ味の５種類のア
イスクリームがあります。このうち２種類を
選んで買います。組み合わせを全部かきまし
ょう。」 
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